
学校番号 3007 

令和２年度 工業科 

 

教科 工業 科目 ハードウェア技術 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 ７実教 工業３６０「ハードウェア技術」 （実教出版） 

副教材等 自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータのハードウェアに関する知識と技術を習得し、実際に活用する能力を身に着ける。 

ハードウエアの基礎、ハードウエアの構成、制御技術、マイクロコンピュータ技術組込みソフトウ

エアなどを学習していきます。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

コンピュータのハードウェアに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度

を育てる。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

コンピュータを構成

するハードウェアに

関心をもち，論理回

路，コンピュータの構

成，コンピュータ制御

やマイクロコンピュ

ータ組込み技術など

の活用に主体的に取

り組もうとするとと

もに，実践的な態度を

身につけている。 

コンピュータを適切

に動作させるための

ハードウェアの構成

とプログラムについ

て思考を深め，基礎

的・基本的な知識と技

術をもとに適切に判

断し，表現する創造的

な能力を身につけて

いる。 

コンピュータのハー

ドウェアに関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ，コンピ

ュータの構成とマイ

クロコンピュータ組

込み技術を合理的に

計画し，その技術を

適切に活用してい

る。 

コンピュータのハー

ドウェアに関する基

礎的・基本的な知識

を身につけ，工業に

おけるコンピュータ

のハードウェアの意

義や役割を理解して

いる。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・授業中の姿勢・態度 

・ノートの提出 

・プリントの提出 

・確認テスト 

・定期考査 

・学習状況の観察 

・授業中の発問 

・ノートの提出 

・プリントの提出 

・確認テスト 

・定期考査 

・学習状況の観察 

・ノートの提出 

・プリントの提出 

・確認テスト 

・宿題提出 

・定期考査 

・プリントの提出 

・確認テスト 

・定期考査 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c D 



 第
１
章 

論
理
回
路
の
基
礎 

 

 １節 数値の表し方 

 ２節 データの表現 

 ３節 論理回路の基礎 

 ４節 電子素子とディジタル

回路 

   

 

〇 〇 〇 〇 a: ・10 と２進数，８，16 進数の

関係およびそれぞれの数の変換方

法や四則演算，コンピュータ内部

での数値や文字の表現方法、コン

ピュータを構成する基本的な論理

素子の性質、コンピュータを構成

する基本的な電子素子の性質やデ

ィジタル回路の特性に関心をも

ち，主体的に探究している。 

b: 小数点以下の 10 進数値を２進

数に変換する場合，数値によって

近似値で表されることや負数の２

の補数表現、コンピュータ内部で

の数値や文字データの表現方法に

ついて思考を深め，適切に判断し，

表現している。 

・コンピュータを構成する基本的

な論理素子の真理値表やタイムチ

ャートを利用し，その入力と出力

との関係を視覚的に判断し，基本

的な電子素子の性質やディジタル

回路の特性について思考を深め，

適切に判断し，表現している。 

c: ・10 と２進数，８，16 進数の

関係およびそれぞれの数の変換に

ついて理解し，コンピュータ内部

での数値や文字の表現法を適切に

活用している。 

・コンピュータを構成する基本的

な論理素子と真理値表との関係を

適切に表現し，論理式に変換でき、

電子素子の性質やディジタル回路

の特性を理解し，電流・電圧を求

めることができる 

d: ・コンピュータを構成する基本

的な電子素子の性質やディジタル

回路の特性を理解している。 

・ブール代数，カルノー図の簡単

化の方法、組合せ回路の論理回路

設計の手順について理解してい

る。エンコーダとデコーダ，マル

チプレクサとデマルチ回路の働き

を理解している。半加算器と全加

算器の機能の違いを理解し，加算

回路の動作について理解してい

る。・同期式フリップフロップに

おける立ち上がり，立ち下がり動

作の違いおよび図記号の意味を理

解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ 授 業 中 の

姿勢・態度 

・ノートの提

出 

・ プ リ ン ト の

提出 

・定期考査 

・小テスト 



第
２
章 

論
理
回
路
の
設
計 

 

１節 論理式の簡単化 

２節 組合せ回路 

 ３節 演算回路 

 ４節 順序回路 

 ５節 コンピュータを用いた

論理回路の設計 

 

 

 

〇 〇 〇 〇 a: ・ブール代数，カルノー図を用

いた論理式の簡単化、組合せ回路

における論理回路設計のための手

順に関心をもち，主体的に探究し

ている。 

・算術演算の基本である半加・全

加算器、フリップフロップおよび

レジスタ，カウンタについて，大

規模で複雑な論理回路を設計する

手法やハードウェア記述言語につ

いて関心をもち，主体的に探究し

ている。 

b: ・論理式の簡単化について思考

を深め，適切に判断し，表現して

いる。 

・組合せ回路における論理回路設

計の手順，エン・デコーダ，マル

チプレクサとデマルチプレクサ回

路の設計と回路の働きについて思

考を深め，適切に判断し，表現し

ている。 

・エン・デコーダ，マルチプレク

サとデマルチプレクサ回路の働き

を理解している。 

c: ・算術演算の基本である半・全

加算器について関心をもち，主体

的に探究している。 

・算術演算の基本である半・全加

算器の機能や複数ビットの加算回

路の構成について思考を深め，適

切に判断し，表現している。 

・算術演算の基本である半加算器

を用いて全加算器を構成すること

ができる。 

d: ・大規模で複雑な論理回路を設

計する手法やハードウェア記述言

語について関心をもち，主体的に

探究している。 

 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ 授 業 中 の

姿勢・態度 

・ノートの提

出 

・ プ リ ン ト の

提出 

・定期考査 

・小テスト 



 第
３
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
機
能
と
構
成 

 

１節 コンピュータの種類と基

本機能 

 ２節 中央処理装置 

 ３節 主記憶装置 

４節 補助記憶装置 

 ５節 入出力装置 

 ６節 パーソナルコンピュー

タの構成例 

 

  

    a: ・小形化，高性能化，低価

格化などによりさまざまな分

野で使われているコンピュー

タについて，その種類と基本機

能について、データ処理に使用

される各装置の構成や動作に

ついて、主記憶装置の構成・性

能・特性や半導体記憶装置の種

類とその回路について、文字・

記号の入力装置や位置指定装

置，プリンタ，表示装置などの

入出力装置の構造やその動作

について主体的に探究してい

る。 

・マザーボードやバス，接続端

子，インタフェースの種類と動

作確認と保守について主体的

に探究している。 

b: コンピュータの種類と機能

について，中央処理装置の各レ

ジスタとアドレスバス，データ

バスの関係や基本動作につい

て図と動作ステップを用いて

思考を深め，主記憶装置の構

成・性能・特性や半導体記憶装

置の種類とその回路について，

効果的な記憶装置の活用を考

慮し、補助記憶装置の記録方式

による，磁気ディスク装置や光

ディスク装置，半導体記憶装置

の構造や記録形式について思

考を深め，適切に判断し，その

特徴を表現している。 

・マザーボードやバス，接続端

子，インタフェースの種類とパ

ソコンの動作確認と保守につ

いて思考を深め，適切に判断

し，その特徴を表現している。 

c: ・コンピュータの五つの機

能をもつ装置について，制御と

データの流れや、中央処理装置

の基本動作について，その関係

を図示することができる。 

d: ・基本的な種類の命令を理

解し，中央処理装置の各レジス

タの役割および各々のつなが

り，命令が処理されるときのデ

ータの流れなどを理解してい

る。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ 授 業 中 の

姿勢・態度 

・ノートの提

出 

・ プ リ ン ト の

提出 

・定期考査 

・小テスト 



 

４
章 

機
械
語
の
機
能
と
働
き 

１節 機械語のしくみと機能 

 ２節 アセンブリ言語による

プログラミング 

３節 プログラムの実際 

 

 

〇 〇 〇 〇 a: ・機械語のしくみとアセン

ブリ言語の関係，および処理の

対象となるアドレスの指定方

法について主体的に探究して

いる。 

・中央処理装置が命令を実行し

ていくときの基本的な動作や，

その動作を効率よく行わせる

技術について主体的に探究し

ている。 

b: ・各種のアドレス修飾につ

いて，それぞれの指定方式の特

徴と用途について思考を深め，

適切に判断し，その特徴を表現

している。 

・命令実行時の流れを理解し，

効率よく処理する方法を表現

している。 

c: ・実際に値を設定し，プロ

グラムまたは流れ図から処理

を追いかけることができる。 

・アセンブラによる簡単なプロ

グラムを作成することができ

る。 

d: ・アセンブリ言語の命令で

ある算術演算，論理演算，シフ

トおよび比較などの各命令に

ついて，その動作を理解してい

る。 

・文字コードと数値の関係につ

いて理解し，変換のアルゴリズ

ムを理解している。 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ 授 業 中 の

姿勢・態度 

・ノートの提

出 

・ プ リ ン ト の

提出 

・定期考査 

・小テスト 



 第
５
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
制
御
技
術 

 

１節 制御の概要"  

２節 マイクロコンピュータによ

る制御 

 

 

 

  

 

 

 

〇 〇 〇 〇 a: ・制御の概要と，これを実

現するための技術について主

体的に探究している。 

b: ・シーケンス制御とフィー

ドバック制御の特徴などにつ

いて思考を深め，コンピュータ

による制御についてプログラ

ムの働きを適切に判断し，表現

している。 

c:・シーケンス制御とフィード

バック制御の構成を図示でき

る。 

d: "・シーケンス制御，フィー

ドバック制御の基本を理解し

ている。 

・コンピュータによる制御の基

本について理解している。" 

・ 学 習 状 況

の観察 

・ 授 業 中 の

姿勢・態度 

・ノートの提

出 

・ プ リ ン ト の

提出 

・定期考査 

・小テスト 

 第
６
章 

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
組
込
み
技
術 

 

１節 組込みシステム 

２節 組込みハードウェア 

 ３節 組込みソフトウェア 

" 

 

 

〇 〇 〇 〇 a: ・マイコンが内蔵されたシ

ステムの構成，組込みシステム

に求められる要件と具体的な

例や組込みシステムの開発手

法について，主体的に探究して

いる。 

b: ・マイコンが内蔵されたシ

ステムの構成，組込みシステム

に求められる要件と具体的な

例や組込みシステムの開発手

法について思考を深め，表現し

ている。 

c: ・マイコンが内蔵されたシ

ステムの構成，具体的な例や組

込みシステムの開発の流れ図

を示すことができる。 

d: ・マイコンが内蔵されたシ

ステムの構成，組込みシステム

に求められる要件と具体的な

例や組込みシステムの開発手

法について理解している。 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 



  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


